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１．９月定例会の日程及び運営について

(１)知事提出予定議案

(２)議員提出予定議案

梶原委員長 ただいまから、議会運営委員会を開く。

本日は、９月定例会を招集する告示があったので、その日程及び運営等について

御協議願うため、お集りいただいた。

それでは、お手元の協議事項の順に進めてまいりたいので、御協力願う。

梶原委員長

梶原委員長

初めに、９月定例会の日程及び運営についてである。

最初に、知事提出予定議案について、総務部長、説明願う。

（君塚総務部長、説明）

何か、質問はないか。

（な し）

梶原委員長

梶原委員長

中内委員

梶原委員長

中内委員

梶原委員長

加藤委員

中内委員

次に、議員提出予定議案についてである。

議員から、９月定例会に条例議案を提出する予定である旨の申し出があったので、

その提出予定議案である「高知県自転車の安全で適正な利用の促進に関する条例」

案をお手元にお配りしている。

このことについて、加藤委員より説明願う。

（加藤委員、説明）

何か、御質問はないか。

この提出されようとする条例議案についてはもちろん賛成だが、末尾に「必要な

財政上の措置を講ずるよう努めるものとする」とあるが、努められなかったらどう

するつもりか。

その辺の細かい部分は、委員会でも審査をすることになるので。

ここでちょっと問いたい。

加藤委員、その点についてはいかがか。

この条例議案にかかわらず、これまでの条例議案もそうであるが、必要な措置を

講ずるものとするとの努力義務の書き方になっている。条例の制定の目的であった

り、必要性を鑑みて、執行部に努力義務を課していると、こういうたてりになって

いる。

それはよくわかっているが、ちょっとあやふやな、ぼかしたような表現をしてい

るからね。もし、この金を誰が払うかということになったら、父兄も困る。私が四

十数年前に宇佐中学校でやったらどうだと話をしたとき、父兄の大半が、お金がな

いきできませんという返事だった。あそこは学校としては、いまだにようしていな

い。そういうことが地域に起こってきた場合には、ないがしろのような表現文章に

なってしまうので、そのことにどう対応するかをお聞きしたいと思っている。ここ

では返事ができないと思うが、それは委員会で審査をしてもらうようにして、この

財源をどう確保するかということを重視した考え方で対応してほしいということだ
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梶原委員長

中内委員

梶原委員長

梶原委員長

梶原委員長

加藤委員

梶原委員長

梶原委員長

梶原委員長

梶原委員長

梶原委員長

けお願いしたい。

その意見も踏まえて、また提出された後に、所管の委員会で文言も含めて審査を

していただきたいと思うので、よろしく願う。中内委員、それでよろしいか。

はい。

それでは、ほかに御質問はないか。

（な し）

それでは、ただいま提出者から説明があったが、なお各会派へも事前説明をよろ

しくお願いする。

ア 提出者の説明

次に、議員提出議案の本会議での議事手続についてであるが、提出者の説明はい

かがするか。

私が提出者の説明をさせていただく。

提出者の説明を行うとのことであるので、知事の提案説明の後、日程に上げ議題

とし、提出者の説明を行うこととし、発言時間は10分以内ということで御異議ない

か。

（異議なし）

それでは、さよう決する。

イ 質疑

次に、議員提出議案に対する質疑を行う場合は、知事提出議案と一括して、申し

合わせによる制限時間の中で行うことで御異議ないか。

（異議なし）

それでは、さよう決する。

また、この質疑において再答弁、再々答弁を求められた場合は、申し合わせによ

り、答弁する議員は登壇して行うということで御異議ないか。

（異議なし）

それでは、さよう決する。

次に、質疑を行う場合の発言通告書への記載についてであるが、答弁者があらか

じめ準備できるよう、具体的な内容を記載するようよろしくお願いする。

なお、この条例議案の委員会付託についてである。条例の内容からすると、メイ

ンは文化生活スポーツ部になるが、警察本部、教育委員会にも関連をしている。

ついては、メインとなる危機管理文化厚生委員会に付託をすることとし、審査の

際に警察本部、教育委員会に関する部分の補足説明については、必要があれば、そ

の所管から危機管理文化厚生委員会に対して説明を願うということでよろしいか。

（異議なし）
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(３)会期及び会議日程

(４)質疑並びに一般質問

梶原委員長 それでは、さよう決する。

梶原委員長

梶原委員長

次に、１ページの資料１、会期及び会議日程についてである。

９月定例会の日程については、７月６日の議運で予定案としての協議をしている。

会期については、予定どおり、９月20日木曜日開会、10月12日金曜日閉会という

ことで、会期は23日間とし、会議日程については、資料１の日程表をごらん願う。

以上のとおりで、御異議ないか。

（異議なし）

それでは、さよう決する。

梶原委員長

梶原委員長

梶原委員長

梶原委員長

梶原委員長

① 一括質問

ア 質問者（会派）の発言順序

次に、質疑並びに一般質問についてである。

まず、一括質問について御確認いただく。質問者の発言順序であるが、申し合わ

せによると、自由民主党４名、県民の会２名、日本共産党１名、公明党１名の計８

名ということであるので、順序は所属議員数の多い順とし、一巡後は一会派に片寄

らないようにするとの慣例によると、

質問第１日目 ９月27日木曜日 自由民主党、県民の会、日本共産党

第２日目 ９月28日金曜日 公明党、自由民主党、県民の会

第３日目 10月１日月曜日 自由民主党、自由民主党

の順になろうかと思うが、これに御異議ないか。

（異議なし）

それでは、さよう決する。

イ 発言者の制限時間等

次に、発言者の制限時間については、申し合わせのとおり、交渉会派の最初の各

１人については代表質問とし50分以内、その他は40分以内とし、発言回数について

は３回以内ということで、御異議ないか。

（異議なし）

それでは、さよう決する。

ウ 発言者の届け出

次に、２ページの資料２、発言者の届け出についてである。

県民に広報するための本会議における発言者の届け出については、申し合わせで

は、招集告示後の議運開催日の午後５時となっているので、資料２の様式により、
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梶原委員長

梶原委員長

梶原委員長

梶原委員長

梶原委員長

梶原委員長

梶原委員長

梶原委員長

本日の午後５時までに事務局に提出されるよう、御協力願う。

エ 発言通告書の提出期限

次に、３ページの資料３、発言通告書の提出期限についてである。

申し合わせでは、質問第１日目の前日の正午となっているので、９月26日水曜日

の正午ということで、御異議ないか。

（異議なし）

それでは、さよう決する。

なお、質問の要旨については、議運の申し合わせで、発言者の良識により具体的

に記載することとなっているので、できるだけ具体的に記載願う。

② 一問一答

ア 発言時間等

次に、一問一答についてである。

まず、発言時間については、申し合わせでは、答弁も含め原則１人60分以内とし、

特に要望がある場合は、議運の了承を得るものとされている。

会派ごとの９月定例会での持ち時間は、自由民主党355分、県民の会130分、日本

共産党65分、公明党50分、計600分となっているので、御了承願う。

（了 承）

なお、答弁も含め１人60分を超えての発言の要望があれば、申し出願う。

（な し）

申し出がないので、原則どおりの運営とする。

イ 発言者及び発言所要時間の提出期限

次に、４ページの資料４、発言者及び発言所要時間の提出期限についてである。

申し合わせにより、招集告示後の議運開催日の午後５時となっているので、本日

の午後５時ということで、御了承願う。

（了 承）

ウ 発言通告書の提出期限

次に、５ページの資料５、発言通告書の提出期限についてである。

申し合わせにより、一括質問最終日の前日の正午となっているが、この日は日曜

日であるので、９月28日金曜日の正午ということで、御了承願う。

（了 承）

以上、ここまでが、質疑並びに一般質問についてである。
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(５)請願書の受理期限

(６)閉会中の常任委員会委員長報告

(７)決算特別委員会

梶原委員長

梶原委員長

次に、請願書の受理期限についてである。

申し合わせでは、議案付託日の前々日の本会議終了後１時間以内となっているの

で、10月１日月曜日の本会議終了後１時間以内とすることで、御異議ないか。

（異議なし）

それでは、さよう決する。

梶原委員長 次に、閉会中の常任委員会委員長報告についてである。

今回は、商工農林水産委員会及び産業振興土木委員会の委員長から、委員長報告

を行いたいとの申し出があったので、御報告する。

梶原委員長

梶原委員長

梶原委員長

梶原委員長

梶原委員長

ア 設置の時期

次に、決算特別委員会についてである。

初めに、設置の時期である。

決算議案については、総務部長の説明にもあったように開会日に提出されるので、

決算特別委員会を質問最終日の10月３日水曜日に設置することで、御異議ないか。

（異議なし）

それでは、さよう決する。

イ 委員数及び委員の構成割合

次に、委員数及び委員の構成割合についてである。

申し合わせでは、委員数は総務委員会と同じ10名、また委員の各会派への割り振

りについても、総務委員会の構成割合と同じとすることとなっている。

ついては、委員数及び委員の会派構成については、この申し合わせどおりとする

ということで、いかがか。

（異議なし）

それでは、自由民主党６名、県民の会２名、日本共産党１名、公明党１名とする

ことで決定する。

また、正副議長及び監査委員は、決算特別委員に選任されないとの先例があるの

で、念のため申し添える。

なお、構成員については、各会派で早急に人選の上、６ページの資料６の様式に

より、９月27日木曜日の正午までに事務局へ提出願う。

ウ 付託議案

次に、付託議案についてであるが、総務部長の説明にもあったように、決算の報

告議案22件に加え未処分利益剰余金の処分に関する議案２件が提出されるので、合

わせてこれら24件の議案を決算特別委員会に付託の上、審査が終了するまで議会の
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(８)新任の説明員の紹介

２．議員派遣について

（１）第 18 回都道府県議会議員研究交流大会

（２） 地方議会活性化シンポジウム 2018

梶原委員長

閉会中も継続審査することで、いかがか。

（異議なし）

それでは、さよう決する。

梶原委員長

梶原委員長

次に、７ページの資料７、新任の説明員の紹介についてである。

新たに任命された土木部長の紹介を、慣例により、開会日の議長の諸般の報告の

後、行うことにしたいが、いかがか。

（異議なし）

それでは、さよう決する。

梶原委員長

梶原委員長

次に、議員派遣についてである。

８ページの資料８、第18回都道府県議会議員研究交流大会については、平成22年

10月４日の議運申し合わせにより、今年も派遣の対象とすることとし、派遣希望者

は、９月20日木曜日午後５時までに、12ページの申込書を事務局まで提出するとい

うことで、御了承願う。

また、派遣人員については、全国議長会事務局が、各都道府県で５名から10名程

度を予定しているとのことであるので、10名を限度に派遣することとし、10名を超

える場合は、その調整を正副委員長に一任願うということで、いかがか。

（異議なし）

それでは、さよう決する。

また、分科会の希望についても、人数の制限もあることから、正副委員長にその

調整を一任願う場合もあるので、御了承願う。

（了 承）

梶原委員長 次に、13ページの資料９、 地方議会活性化シンポジウム2018についてである。

この件についても、平成27年９月18日の議運申し合わせにより、今年も派遣の対

象とすることとし、派遣希望者は、９月20日木曜日午後５時までに、17ページの申

込書を事務局まで提出するということで、御了承願う。

また、派遣人員については、総務省が２名程度の派遣を要請しているとのことで

あるので、２名を限度に派遣することとし、２名を超える場合は、その調整を正副

委員長に一任願うということで、いかがか。

（異議なし）
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（３）韓国全羅南道への姉妹交流訪問事業

梶原委員長 それでは、さよう決する。

梶原委員長

梅森総務課長

梶原委員長

浜田(英)委員

梶原委員長

梶原委員長

梶原委員長

梶原委員長

次に、18ページの資料10、韓国全羅南道への姉妹交流訪問事業についてである。

このことについて、事務局から説明をさせる。

資料の18ページ、資料10をごらん願う。

本年７月に韓国全羅南道に新しい知事が就任したこと、さらには、田内千鶴子さ

んが孤児3,000人を育てた木浦共生園が設立90周年を迎えることを記念した姉妹交

流訪問事業については、10月30日から11月１日までの２泊３日の日程で行われる。

今回の訪問は、19ページのスケジュール案にあるように、全羅南道の新知事への

表敬訪問や、木浦共生園の設立90周年記念式への参加などを目的としている。

訪問団は、議長のほか、議員２名分の予算を確保しているので、本日のこの会議

で派遣の対象とするかどうか、及び何名派遣するかの決定をお願いしたい。御決定

いただいた場合には、参加を希望される方は、９月20日木曜日午後５時までに20ペ

ージの申込書を事務局へ提出されるよう、会派の所属議員にお伝え願う。

説明は以上である。

それでは、派遣の対象とするかどうかについて、御意見がありましたらどうぞ。

派遣で。

それでは、この件については派遣の対象とすることで、御異議ありませんか。

（異議なし）

それでは、さよう決する。

次に、派遣人員についてであるが、先ほどの説明では、２名分の予算が確保でき

るとのことであるので、２名を限度とすることで、いかがか。

（異議なし）

それでは、さよう決する。

次に、派遣の申し込み、決定についてである。

派遣希望者は、９月20日木曜日午後５時までに、20ページの申込書を事務局まで

提出願う。

希望者が２名を超える場合は、その調整を正副委員長に一任願うということで、

いかがか。

（異議なし）

それでは、さよう決する。

なお、これら３件の議員派遣の議案については、早急に議決する必要があるので、

質問最終日10月３日の本会議において議決することとし、次回の議運で議案をお示

しすることで、御了承願う。



H30.９.14 議会運営委員会

- 8 -

（４）その他

３．その他

（１）県議会議員と高校生との意見交換会

（了 承)

梶原委員長

梅森総務課長

梶原委員長

梶原委員長

最後に、６月定例会において議決したブラジル日本移民 110 周年記念関連事業及

び高知県・ミクロネシア連邦友好記念訪問事業についてである。

このことについて、事務局から説明をさせる。

７月 18 日から 26 日までの日程で実施された、ブラジル日本移民 110 周年記念関

連事業への派遣についてであるが、野町雅樹議員から所用のため参加できなくなっ

た旨の申し出があった。

また、８月 23 日から 26 日までの日程で予定されていた、高知県・ミクロネシア

連邦友好記念訪問事業への派遣は、台風の接近に伴い訪問団の派遣が延期となった。

現在、来年１月中旬の日程で相手方と調整を進めているとの報告を受けている。

説明は以上である。

何か、質問、御意見はないか。

（な し)

それでは、ブラジル日本移民 110 周年記念関連事業は、野町雅樹議員から所用の

ため参加できなくなった旨の申し出があったこと、また高知県・ミクロネシア連邦

友好記念訪問事業は、台風接近に伴い訪問団の派遣が延期となったことについて、

開会日の議長の諸般の報告の中で、それぞれ報告することとなるので、御了承願う。

(了 承)

梶原委員長

横田議事課長

次に21ページの資料11、県議会議員と高校生との意見交換会の開催についてであ

る。このことについて、事務局に説明させる。

県議会議員と高校生との意見交換会について御報告させていただく。21ページ、

資料11をごらん願う。

教育委員会から、昨年度に引き続き主権者教育の一層の推進に向けて、県議会議

員と高校生との意見交換会を計画しているので、各校への議員の派遣について御協

力を賜りたいとの依頼があった。

今年度の実施内容であるが、中村高校が11月14日、安芸高校が１月29日、山田高

校が１月31日に行われる。昨年度もこの３校で実施され、本日御出席いただいてい

る議員の中では、坂本副議長、桑名議員、米田議員が意見交換会に参加をされた。

米田議員が参加された中村高校では、「核兵器禁止条約」と「幡多地域の高校統廃

合」という２つのテーマについて、５名の高校生と３名の議員がパネルディスカッ

ションを行い、それぞれの立場で意見を述べられ、議論を深めていただいた。また、

坂本副議長、桑名議員が参加された安芸高校では、「成人年齢の引き下げ」をテー

マに、高校生がチームごとに賛成・反対のプレゼンを行い、それぞれの意見に対し、
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（２）高校生フォトコンテスト

（３）その他

梶原委員長

梶原委員長

３名の議員からさまざまな視点でアドバイスをいただいた。参加した高校生にとっ

ては、政治を身近に感じることのできる大変貴重な時間になったのではないかと考

えている。議運終了後、事務局から御案内に参るので、御協力をお願いする。

説明は以上である。

何か、質問、御意見はないか。

（な し）

それでは、事務局報告のとおりで、御了承願う。

（了 承）

梶原委員長

横田議事課長

梶原委員長

梶原委員長

梶原委員長

次に、23ページの資料12、高校生フォトコンテストについてである。

このことについて、事務局に説明させる。

高校生フォトコンテストについて御報告させていただく。23ページ、資料12をご

らん願う。

第３回となる今回は、表に記載のとおり17の学校から55人、86点の応募をいただ

いた。これまでの３回で、公立学校37校のほぼ半数に当たる16校から、また、私立

学校９校のうち６校から応募をいただいたことになる。今後は、まだ応募いただい

ていない学校への周知とあわせて、繰り返し応募いただけるようフォローすること

で、高校生の皆さんに議会や政治に関心を持っていただくという目的を達成してい

きたいと考えている。先日、第１次審査を行い、高知県写真家協会の岩崎会長から

入賞候補の20点を選んでいただいた。本日は、正副議長及び議会運営委員会の委員

の皆様の投票により、その中から入賞作品を決定していただきたい。第４委員会室

に作品を展示しているので、議運終了後、そちらへ移動していただき、投票をお願

いする。

説明は以上である。

何か、質問、御意見はないか。

（な し）

それでは事務局報告のとおりで、御了承願う。

（了 承）

なお、議運閉会後、最終審査を行うこととなるので、よろしくお願いする。

梶原委員長 最後に、その他で何かないか。
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梶原委員長

（な し）

それでは、協議事項は以上である。

次回の議運は、特別の事情がなければ、質問初日の９月27日木曜日、午前９時か

ら開催することとする。

協議事項は、一問一答の発言順序等についてである。

以上で、本日の議会運営委員会を終わる。


